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神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■市民の生活・活動法律相談：1/20（水）
■生活困窮者自立支援PJ：1/27（水）
■第12回運営委員会：1/28（木）
■学習会「コロナと石けん」：２/6（土）
■介護保険PJ：２/９（火）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
が
生
活
保
護
を
申
請
し
た
い
人

に
向
け
て
、「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。生
活
保

護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、

た
め
ら
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
」と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
上
げ
て
い

る
。し
か
も
続
け
て
、よ
く
あ
る
誤
解
と
し
て「
家
が
な
い
人
、

持
ち
家
が
あ
る
人
、書
類
が
整
っ
て
い
な
い
人
で
も
申
請
で
き
ま

す
」と
書
い
て
い
る
▼
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、失
業
や
収
入

減
で
住
居
を
失
う
等
、生
活
に
困
窮
す
る
人
は
増
加
の
一
途
だ
。

大
事
な
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
が
遠
慮
な
く
使

え
る
よ
う
、自
治
体
も
取
り
組
む
べ
き
だ
。  

　
　
　      (

C・M
）

コロナ禍における支援の充実を

　新型コロナウイルス感染者数が増えつづ
け、政府は1月8日に神奈川県を含む一都
三県に緊急事態宣言を発出しました。飲食
時の飛沫拡散により感染が拡大しているた
め、県では飲食店に時短営業を要請し、協力
金として1日6万円、最大162万円を支払
うための、543億円の補整予算を9日深夜
の臨時本会議で決定しました。時短要請が
すでに発出されていた横浜市と川崎市のお
酒を提供している飲食店とカラオケ店、それ
以外の県域や飲食店への協力要請の差異
について議論が重ねられました。
　検体数の増加に伴い感染者数が増えるこ
とは想定されていましたが、それ以上に医
療崩壊が迫っていることが課題です。今回
の宣言により、感染者数を減らし、医療への
負担軽減をめざすことが急務であり、感染
抑止優先策は当然のことと受け止めます。し

かし、今回の協力金は営業時間の短縮に応
じた飲食店へのものであり、影響を受けて
いるのは広範囲となっています。厚労省が
2020 年 2 月から集計している解雇数は、
今年の1月 6 日現在で 80,121人に上り、
今回の非常事態宣言では、さらに増えるこ
とが想定されます。昨年 5 月 25 日以降の
集計による非正規雇用労働者数の解雇は
12月25日時点で38,009人となり、貯蓄
額が低い世帯が多いパートや派遣・契約社
員の解雇や雇い止は死活問題です。秋以降、
自死数も増加しています。飲食業だけでな
く、製造業や他業種への解雇も増え始めて
います。まずは相談体制の拡充や生活救
済・再建策の検討など、生きることへの支
援を進めることは必至です。長期戦となって
います。市民と共に調査をすすめ、制度の拡
充の提案を進めます。

長
瀬
み
さ(

座
間
市
民
ネ
ッ
ト
/
市
議
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

　
　
　
　
断
ら
な
い
相
談
支
援

　
座
間
市
で
は
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
に
係
る
事
業
を
先
駆
的
に

行
っ
て
お
り
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」

と
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。  

就
労
準

備
支
援
事
業
で
は
、
座
間
市
は
生
活

ク
ラ
ブ
運
動
グ 

ル
ー
プ
を
中
心
と

し
た
共
同
企
業
体
に
委
託
し
、

2
0
1
7
年
10
月
か
ら
相
武
台
駅
前

に「
は
た
ら
っ
く
・
ざ
ま
」を
開
設
し

て
い
ま
す
。長
い
間
引 

き
こ
も
っ
て

い
た
人
、精
神
面
が
不
安
定
な
人
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
な

ど
、多
様
な
人
を
対
象
に
、生
活
習
慣

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
改
善

な
ど
生
活
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
就
労

に
向
か
う
前
段
階
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。生
活
訓
練
講
座
や
、事
業
所

見
学
・
実
習
な
ど
も
段
階
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。食
事
を
み
ん
な
で
作
っ

て
食
べ
た
り
、
四
季
折
々
の
行
事
を

行
っ
た
り
と
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
や

か
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。  

卒
業

生
は
地
域
の
受
け
入
れ
企
業
等
で

就
労
し
て
い
ま
す
。 

は
た
ら
っ
く
・

ざ
ま
で
は「
定
着
支
援
」と
し
て
、
就

労
後
も 

1
年
間
程
度
は
定
期
的
に

面
談
を
す
る
等
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し

て
い
ま
す
。次
の
き
っ
か
け
を
見
つ

け
る
た
め
に
も
、
外
に
出
て
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。そ
う
し
た
人
や
就

労
に
つ
な
が
っ
た
人
に
も
長
期
間

フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
る「
居
場
所
」が
地

域
に
必
要
で
す
。行
政
側
か
ら
も「
居

場
所
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
」 

と

の
声
も
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
が
孤
立
し
な
い
た
め
、
今
後
も
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

桂
敦
子(

ネ
ッ
ト
青
葉
）

市
民
政
治
を
あ
き
ら
め
な
い

　
1
月
6
日
、
横
浜
市
会
臨
時
会

が
開
か
れ
、市
民
の
直
接
請
求
を
受

け
た「
カ
ジ
ノ
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
条
例
案
」
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。質
疑
の
中
で
市
長
は
「
代
表
民

主
制
が
完
全
に
機
能
し
て
い
る
横

浜
市
に
お
い
て
、
住
民
投
票
は
必

要
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。署
名

に
込
め
ら
れ
た
民
意
を
軽
視
す
る

姿
勢
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
ネ
ッ
ト
・
青
葉
は
、
2
ヵ
月
の

署
名
活
動
期
間
に
2
5
8
回
の
駅

頭
活
動
を
行
い
、
延
べ
1
3
7
9

人
の
参
加
を
得
ま
し
た
。ネ
ッ
ト

会
員
を
始
め
、
関
連
団
体
や
支
援

者
へ
の
積
極
的
な
声
か
け
に
よ
っ

て
、
区
内
で
集
め
た
署
名
数
は

4
1
2
0
筆
と
な
り
ま
し
た
。

　
法
定
署
名
数
の
3
倍
以
上
と

な
っ
た
有
効
署
名
19
万
3
1
9
3

筆(

全
市)

は
、「
カ
ジ
ノ
誘
致
の

”Y
E
S
o
r 

N
O
”は
市
民
が
決

め
る
！
」
と
言
う
市
民
の
意
思
で

あ
り
、
未
だ
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で

す
。市
長
の
答
弁
や
否
決
に
賛
成

   地域のうごき
   地域のうごき
横浜横浜   地域のうごき

   地域のうごき
川崎川崎

   地域のうごき
   地域のうごき
座間座間

す
る
議
員
の
意
見
は
、
到
底
納
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
7
日
の
政
策
・
総
務
・
財
政
常

任
委
員
会
で
は
、
請
求
代
表
者
に

よ
る
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
ま
し

た
。条
例
制
定
の
意
義
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
声
も
届
か
ず

賛
成
少
数
で
条
例
案
は
否
決
。8

日
の
本
会
議
で
も
否
決
さ
れ
、
住

民
投
票
の
実
現
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
横
浜
市
は
今
後
、
I
R
事
業
者

を
公
募
・
選
定
し
、
事
業
者
と
区

域
整
備
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
対
策
や
治
安
維
持
の
対

策
は
ま
だ
不
明
瞭
で
す
。何
よ
り

も
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
カ
ジ
ノ

産
業
に
未
来
を
委
ね
る
こ
と
に
は

賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
ぜ
い
の
市
民
と
共
に
挑
み
、

市
民
政
治
を
広
げ
た
経
験
を
糧

に
、
諦
め
る
こ
と
な
く
次
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
宮
前
ネ
ッ
ト
で
は
、
地
域
の「
宮

崎
台
駅
前
を
考
え
る
会
」
と
連
携

し
て
、
駅
周
辺
の
安
全
に
つ
い
て

以
前
か
ら
交
通
量
調
査
等
を
し
て

き
ま
し 

た
。昨
春
に
大
型
ス
ー

パ
ー
が
開
店
し
た
こ
と
か
ら
、
駅

方
面
と
店
の
間
の
、
信
号
や
横
断

歩
道
の
な
い
交
差
点
を
乱
横
断
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。危
険
を

感
じ
る
と
い
う
市
民
の
声
を
受
け

て
、
7
月
と
9
月
に
土
日
・ 

平
日

の
朝
夕
の
交
通
量
調
査
を
し
ま
し

た
。自
転
車
や
、ベ
ビ
ー
カ
ー
を 

含

め
多
く
の
人
が
渡
っ
て
い
る
一
方

で
、
通
過
す
る
車
両
の
多
い
こ
と

も
見
え
ま
し
た
。11
月
に
は
、
宮
前

警
察
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

近
く
に
信
号
が
あ
り
、
信
号
機
を

設
置
す
る
に
は
1
5
0
m
あ
け
る
、

横
断
歩
道
の
間
隔
は
1
0
0
m
あ

け
る
な
ど
制
約
が
あ
る
た
め
、
い

ず
れ
も
設
置
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
ま
た
こ
の
交
差
点
は
歩
行
者

が
渡
っ
て
良
い
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。区
の
道
路
公
園
セ
ン

タ
ー
と
の
話
し
合
い
で
は
、
渡
ら

せ
な
い
と
い
う
選
択
も
あ
り
ま
す

が
、
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
も

の
の
遠
回
り
に
な
る
た
め
心
理
的

に
は
こ
こ
を
渡
り
た
く
な
る
こ
と

か
ら
、
い
か
に
安
全
に
渡
る
か
と

い
う
視
点
で
対
策
を
考
え
ま
し

た
。ド
ラ
イ
バ
ー
に
横
断
す
る
人

が
い
る
と
い
う
注
意
を
促
す
た
め

に
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
歩
行
者
注

意
!
」
の
立
看
板 

を
交
差
点
の
手

前
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。立
看
板
は
道
路
公
園
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
た
め
、す
ぐ
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、区
役
所
危
機
管
理
室
も
交

差
点
ス
ー
パ
ー
側
の
一
時
停

止
線
手
前
の
電
柱
に
「
交
差
点
注

意
」
の
巻
看
板
を
設
置
し
た
と
の

こ
と
で
し
た 

。こ
の
看
板
の
効
果

を
調
査
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
道

路
の
色
塗
装
や
埋
め
込
み
鋲
な
ど

改
善
策
を
今
後
も
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

県議会県議会県議会

大
西
い
づ
み(

ネ
ッ
ト
宮
前
/
市
議
）

駅
前
の
安
全
を
考
え
る

　1 月 11 日に行われた生活困窮者自立支援全国研究交
流大会最終全体会では、各分科会を振り返り報告があり
ました。代表理事の宮本太郎さんから、コロナ禍で疲労・
困惑・不安が広がっています。相談者のみならず、窓口で
の作業量も２５％増と言われ相談を受ける側の負担も増
えています。この一年で何を吸収し、何を提案していくのか、
最後の全体会では議論していきたいと挨拶がありました。
　次に各分科会からの報告では、社会的養護では、児童相談所では入所からの
家庭復帰を一括で行なっているが役割を分けてもいいのではないか、帰宅につ
なげるには高齢者並みの在宅支援が求められるなどの提案がありました。家計
改善支援でも特別貸付の償還が迫り、不安の声が聞こえています。自立支援相
談はどこでも受けられるようにすると良い。居住支援では国交省・厚生労働省・
法務省が入り横串を刺した支援が可能になりました。住居確保給付金は延長さ
れましたが、まだまだ制約も多く、雇用ありきの働き方しか認められていないの
は課題です。就労準備支援事業についても結果を求められることが多いのです
が、この効果を見える化して本人と支援側の評価を行い、両者のギャップを埋め
ていきたいなどの未来に向けた意見が多く出されました。
　コロナ禍で増えることが予想される生活困窮者ですが、その恐れのある人を
支援につなげていくことが求められます。

▲年末、立看板が設置された

コロナ禍、制度があぶりだした現実


